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Abstract 
This paper describes a international education system using Google Street View and 
a teacher demonstrated lectures using it. This system can promote children’s 
international understandings by going around foreign cities and comparing photos of 
Japanese cities and foreign cities. Classroom evaluation about international 
understandings was conducted by discourse analyses between children and the teacher, 





































１つとして, Google Street View を利用した非同期型の













う た め の ICT (Information and Communication 
Technology) の活用方法の１つとして, Google Street 







































した. また, 活動への没入感を増すために, 入力機器は

























8B3.4. Photo Viewerの開発 
探検した都市の写真の特徴を理解するために, 比較対
象として用いる日本の都市の写真を閲覧するための
Photo Viewer と, Google Street View で探検し, 撮影し
た外国の都市の写真を並置して閲覧するための Photo 
Viewer を, それぞれの用途に合わせて開発した. 
開発にあたっては, 比較対象となる写真を閲覧するた



















４． 3B実験授業とその評価  
 
9B4.1. 実験授業の目的  
 実験授業の目的は, 今回設計した学習環境を利用して, 
児童の国際理解学習が行われたことを確認・評価するこ












 10B4.2. 授業実践の概要 
 今回の実験は, 茨城県つくば市の公立小学校第５学年 
 の２クラスで行い, 参加人数は合計で 41 人（クラス１：
21 人, クラス２：20 人）であった. 授業時間は各クラス
によって異なり, クラス１が約 40 分, クラス２が約 70
分であった. 各クラスの授業は, 共に導入部, 展開部１, 
展開部２, 終末部の４つのフェーズに分けて行われた. 
本稿では, クラス２の授業の流れを記す（表 1）. 導入部
では, 教員が授業の概要を児童に説明し, 作業の方法を
児童たちに伝えた. 展開部１では, 児童たちが実際に
Google Street View を用いて外国の都市の探検を行い, 





















11B4.3. Google Street Viewの設定 


























うために, 東京の都市を写した写真を筆者が Google 
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たグループであり, それぞれの児童を男子１, 男子２, 
































































男子 1：これポストじゃねえの, 黄色いポスト. 
女子 1：ポストじゃないの？ これ, 黄色いポスト？ 
    え, 黄色いポストなんてあんの？ 
男子２：あったっけ？ 
男子１：外国は違うでしょ. 
女子１：ねえ, それ撮って. 黄色いポスト. 
男子１：黄色いポストね. 
女子１：あ, これ, チェック柄みたい. チェック柄みたい. 
男子１：何, チェック柄って. 
女子１：あ, ここが. 横断歩道って言うか. なんて言うか. 
















































































































先生：ん？ 住宅街だから白い. うん. たとえばここにじゃあ, 
黄色いド派手な看板作っちゃったらどうなると思う？ 
児童：目がチカチカする. 
先生：うん, 目がチカチカする. あんな, 凄いの建てたら大変
だよね. だから.  
児童：うん, だからほら, たぶん, この壁に合わせたんじゃな
いかな？ ねえ. 

































では, ５件法による設問の結果（図 1）を記し, 分析を行
う. なお, 質問紙の有効回答数はクラス１では 20, クラ
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